
2019年度 事業報告

２０１９年　１０月　　１日から

２０２０年　　３月　３１日まで

１．事業報告概要

２．現況に関する事項

2019年10月に設立した清水マリン・アンド・ビーチスポーツ振興協会は、以下の目的に

沿って活動しております。

・海洋文化を切り口とした街づくりの一環として、マリンスポーツ及びビーチスポーツ

の振興に関する事業を行い、地域の活性化、青少年の健全な育成をはかる

・海の素晴らしさや楽しさだけでなく、海の厳しさについても啓蒙することで、海の

安全、環境の保全に対する認識を高めることにより、健康で文化的な地域社会の構

築に寄与する

設立初年度の今年度は、次年度以降の活動を円滑に進めていくための準備の年とし、体制

の整備を進めるとともに、関係団体や行政等との連携・調整を図り、各種情報の収集に注

力して参りました。

2019年10月に設立した清水マリン・アンド・ビーチスポーツ振興協会は、以下の目的に

沿って活動しております。

・海洋文化を切り口とした街づくりの一環として、マリンスポーツ及びビーチスポーツ

の振興に関する事業を行い、地域の活性化、青少年の健全な育成をはかる

・海の素晴らしさや楽しさだけでなく、海の厳しさについても啓蒙することで、海の

安全、環境の保全に対する認識を高めることにより、健康で文化的な地域社会の構

築に寄与する

設立初年度の今年度は、次年度以降の活動を円滑に進めていくための準備の年とし、体制

の整備を進めるとともに、関係団体や行政等との連携・調整を図り、各種情報の収集に注

力して参りました。

（１）会議の開催

本年度は、以下の会議を開催しました。

① 社員総会 日 程：2019年11月18日

出席者：社員26名（うち委任状出席0名）

理事5名、監事1名

② 理事会

第1回理事会 日 程：2019年11月8日

出席者：理事3名、監事2名

第2回理事会 日 程：2019年11月18日

出席者：理事5名、監事1名

第3回理事会 日 程：2020年3月25日

出席者：理事8名、監事2名

（２）推進体制の充実

本会の活動規模の拡充を図るため、各種団体に正会員／賛助会員として加入いただくよ

う打診・依頼を行い、本年度は、静岡市内の企業26社に正会員として加入いただきまし

た。

（なお2020年4月1日付にて正会員1名が加入いただいております。）

（３）事務局体制の構築

協会の円滑な運営を行うにあたり、事務局の組織体制を構築し、各種会議の議事進行・

資料作成や経理処理、関係団体との窓口など組織運営に必要な業務を遂行致しました。

（４）外部広報活動の推進

本協会のホームページの開設に向けて、事務局および外部委託会社と検討／制作作業を

進め、2020年4月に公開を予定しております。今後、関連イベントや大会の情報をはじめ、

多くの市民が見ていただけるよう、発信コンテンツを充実させて参ります。

（ホームページURL https://smbs.or.jp）



（５）関係団体および関係機関への情報収集

① 清水エリアで開催されるマリンスポーツ・ビーチスポーツなどの関係団体に運営状

況等のヒアリングを実施し、情報収集を行いました。

＜訪問団体＞ MIHO CUP 実行委員会（SUP、ｳｲﾝﾄﾞｻｰﾌｨﾝ）

ビーチバレー清水カップ実行委員会

清水港ヨット協会

静岡ドラゴンボート協会

清水海洋少年団

② 協会の活動を効果的に進めるために、地域のマリンスポーツ・ビーチスポーツの情

報を収集し、意見交換を行うために運営委員会を設置し、関係する行政・企業等の

以下の方々に委員に就任いただき、委員会を開催しました。

委員会では、清水港周辺で活動する団体や静岡県内の他エリアでのマリンスポー

ツ・ビーチスポーツ振興の状況の情報共有をはじめ、活動団体への助成のあり方な

どについて意見交換を行いました。

（委員会メンバー） ※任期は、2020年3月末まで

静岡県 文化・観光部 スポーツ局 スポーツ振興課 課長 吉住 理恵子様

静岡市 観光交流文化局 スポーツ振興課 課長 長澤 秀紀 様

株式会社 アイ・テック 総務部 部長 小澤 進 様

東海大学 海洋学部 海洋フロンティア教育センター 講師 合志 明倫 様

（委員会開催実績）

第1回 日 程：2020年2月5日

出席者：委員3名

第2回 日 程：2020年3月3日

出席者：委員4名

以上
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